
土浦市議会だより �

次回の定例会日程は、6月6日〜20日（一般質問　12日・13日・14日）の予定です。

に
執
行
す
る
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
、

今
後
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
支
援

対
策
等
事
業
と
い
う
国
の
制
度
を
活

用
し
、
就
労
支
援
員
や
面
接
相
談
員

の
配
置
も
含
め
て
、
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

茨
城
県
の
推
進
し
て
い
る
農

家
民
宿
開
設
事
業
に
つ
い
て

三　

基
金
の
管
理
と
適
正
な
運
用

に
つ
い
て

＜

質
問＞

　

長
崎
県
大
村
市
で
七
人
の
お
年

寄
り
が
亡
く
な
っ
た
認
知
症
の
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
火
災
は
、

小
さ
い
介
護
拠
点
が
主
流
に
な
る

中
で
、
非
常
時
に
お
年
寄
り
の
安

全
を
ど
う
守
る
か
と
い
う
課
題
を

浮
き
彫
り
に
し
た
。
本
市
に
も
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
は
十
八
カ
所

十
九
棟
あ
り
、
消
防
本
部
で
は
、

ど
う
安
全
、
防
災
対
策
を
講
じ
た

の
か
伺
う
。

＜

消
防
長＞

　

市
内
の
同
様
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
対
し
、
長
崎
県
の
事
故
直
後

立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
予

防
対
策
と
し
て
、
宿
直
者
及
び
介

護
者
に
お
け
る
初
期
消
火
等
の
消

防
訓
練
の
実
施
、
火
災
の
原
因
と

な
る
た
ば
こ
等
に
つ
い
て
就
寝
前

に
お
け
る
点
検
の
励
行
、
緊
急
時

に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
協
力
体

制
の
構
築
等
に
つ
い
て
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
各
消
防
署
所
に
お

い
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
そ
の

付
近
の
警
防
調
査
を
強
化
す
る
な

ど
、
死
傷
者
の
発
生
防
止
に
努
め

て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　
（
②
行
財
政
改
革
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
か
ら
、
行
政

機
構
に
政
策
担
当
員
・
室
の
設

置
を
）

＜

質
問＞

　

焼
却
灰
や
カ
レ
ッ
ト
等
の
最
終

処
分
に
つ
い
て
、
白
鳥
処
分
場
へ

の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

に
は
ど
の
よ
う
に
処
理
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。
近
い
将
来
、
新
治
地

区
の
ゴ
ミ
の
処
理
も
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
当
然
処
分
量
が
増
え
、

現
行
の
処
理
方
法
で
は
処
理
能
力

が
限
界
に
達
す
る
こ
と
は
必
至
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

＜

市
民
生
活
部
長＞

　

ゴ
ミ
の
最
終
処
分
に
つ
い
て

は
、
土
浦
地
区
に
お
い
て
は
白
鳥

町
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
で
、
新
治
地
区
に
お
い
て
は
環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
三
カ

所
の
処
分
場
へ
運
ば
れ
処
分
し
て

い
る
。
白
鳥
処
分
場
は
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
や
焼
却
効
率
の
向
上
に
よ

り
、
当
初
計
画
よ
り
埋
立
量
が
減

少
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
埋
立

量
で
推
移
す
る
と
し
た
場
合
、
平

＜

質
問＞

　

土
浦
市
の
市
債
残
高
は
、
平
成

十
年
度
の
九
百
三
十
四
億
二
千
五

百
万
円
を
ピ
ー
ク
に
、
徐
々
に
減

少
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ

を
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
。
こ
の

度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
に
金
利
動
向
を
考
え
、
市
債

の
額
を
決
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
経
済
情
勢
、
社
会
情
勢
を

視
野
に
入
れ
、
合
併
特
例
債
の
活

用
を
検
討
さ
れ
た
中
で
ど
の
よ
う

な
考
え
で
市
債
発
行
を
行
っ
て
い

く
の
か
、
伺
う
。

＜

市
長＞

　

市
債
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、

元
利
償
還
金
が
後
年
度
の
財
政
構

や
定
住
者
を
増
や
す
た
め
、
機
会
あ

る
ご
と
に
土
浦
を
P
R
、
広
報
す
る

必
要
が
あ
る
。
P
R
す
べ
き
目
玉
に

つ
い
て
、
市
長
に
ま
と
め
て
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

＜

市
長＞

　

東
京
か
ら
六
十
キ
ロ
圏
内
で
我

が
国
第
二
の
大
き
さ
を
誇
る
霞
ヶ

浦
が
す
ぐ
脇
に
あ
り
、
今
度
は
万

葉
の
世
か
ら
名
峰
と
歌
わ
れ
た
筑

波
山
の
山
麓
か
ら
の
地
域
を
有
す

る
新
治
村
が
加
わ
り
、
水
と
緑
に

恵
ま
れ
た
都
市
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
ま
ず
第
一
点
で
誇
っ
て
い

い
と
思
う
。
ま
た
、
江
戸
時
代
初

期
か
ら
の
歴
史
的
な
城
下
町
で
、

市
内
随
所
に
面
影
が
残
っ
て
い
る

こ
と
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る
全
国

花
火
大
会
、
新
治
の
か
ら
か
さ
万

灯
や
流
鏑
馬
、
生
産
量
日
本
一
の

レ
ン
コ
ン
な
ど
が
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

公
立
中
学
校
の
教
科
書
選
定

等
に
つ
い
て

＜

質
問＞

　

新
治
村
と
合
併
し
、
新
し
い
土
浦

市
が
誕
生
し
た
。
新
市
を
今
以
上
に

発
展
さ
せ
る
に
は
、
市
当
局
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
こ
ぞ
っ
て
行
財
政
改
革

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
来
外
者

荒井　　武　議員

盛　　良雄　議員

宮本　孝男　議員

福田　一夫　議員

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
安
全
・

防
災
対
策
に
つ
い
て

新
土
浦
市
を
P
R
（
広
報
）

す
る
た
め
の
目
玉
は

増
加
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
最
終

処
分
に
つ
い
て

成
三
十
一
年
度
ま
で
の
二
十
年
間

埋
立
処
理
が
可
能
で
あ
る
と
予
測

し
て
い
る
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
施
設
の
適
正
な

管
理
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　

旧
新
治
村
特
別
職
の
取
扱
い

に
つ
い
て

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
市
債
発
行
の
考
え
方
は


